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●窓口にて、使用許可申請書に必要事項を
　記入してください。

●会議室、和室、リハーサル室、練習室は
　サンポートホール高松施設予約管理システム
  （インターネット）より仮予約ができます。
※ホール、市民ギャラリー、コミュニケーションプラザは不可

１年間

●チケットに関する特典

●ご来館によるお申し込み

●現金書留によるお申し込み

●入会時の特典

●その他の特典

会員だけのうれしい特典やお得なサービスがいっぱい！
1年中いつでも入会できます。

※割引率は公演によって異なります。
※会員価格で購入できるのは、会員お一人様5枚までです。

※ただし、1,000円引きで購入できるチケットは１枚までとし、初回入会時のみとします。
※1,000円引きでチケットを購入と同時に、会員お一人様４枚までを会員価格で購入できます。
※1,000円引きの特典が適用されない場合もあります。

申込方法

原則として先着順です。
ただし、受付開始日（毎月１日）については、
抽選により順位を決定します。
詳しくは「ご利用案内」や財団ホームページを
ご覧ください。

受付の順位

●施設利用のご相談 … 9:00～17:30
●施設使用申請・お支払い・利用者登録

申込受付時間

使用日の１年前の月の初日から、使用日の
前日まで。

申込受付期間

http://www.reserve-sunport-hall.jp/bunyusr/usr

http://www.suport-hall.jp/

… 9:00～17:00

会員期間

★サンポートホール高松のプレイガイド窓口でのご購入に限ります。特　典

入会の手続き

会員期間は、入会日から1年を経過した日の属する前月の末日までです。
以後、会員期間を更新するときは、その翌月の初日から１年間とします。

会員期間について

年会費 1,000円会　費

・財団が指定するチケットを、一般発売に先立ち優先的に予約または購入できます。
・財団が指定するチケットを、原則上限20％割引をした会員価格で購入できます。

・財団が発行する情報誌や、催し物案内等を定期的にお届けします。
・財団の主催事業で出演されたアーティストの記念品等を抽選でプレゼントします。

入会申込書に必要事項をご記入の上、年会費を添えて、サンポートホール高松のプレイガイド窓口に
お申し込みください。

入会申込書に必要事項をご記入の上、年会費を添えて、サンポートホール高松友の会事務局宛てに
現金書留で郵送してください。

・入会と同時に、財団が指定するチケットを購入する場合、
　一般価格および学生価格から1,000円引きの価格で購入できます。

Shinobu Sato Soprano Recital

2012年1月28日（土）13:00開演（12:30開場）
サンポートホール高松 3階 大ホール

会員

￥4,200
チケット
［全席指定］

10月21日貊
発売

一般

￥4,500
学生（小学生以上高校生以下）

￥2,500
10月28日貊
発売

ソプラノ・リサイタル佐藤しのぶ

・・・・・・・・テノール／西村 悟　ピアノ／森島 英子

～世界の舞台で活躍するプリマドンナの New Year に贈る艶やかな歌声～

2011年秋季号
h t t p : / / w w w . s u n p o r t - h a l l . j p /

● 須川 展也 × 小松 亮太 × 奥村 愛

Happy Tango Hour

●青年劇場「修学旅行」

●高松国際ピアノコンクール
ファイナリストコンサート

●

こどものための
オペラ･ワークショップ

●佐藤しのぶ　ソプラノ・リサイタル
「カルメン・ファンタジー」

レポート
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今
か
ら
約
１
３
０
年
前
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
首
都
ブ
エ
ノ
ス
ア

イ
レ
ス
の
港
町
ラ
・
ボ
カ
地
区
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
タ
ン

ゴ
。
タ
ン
ゴ
と
聞
く
と
、
何
だ
か
大
人
が
聴
く
音
楽
の
よ
う
な
気

も
し
ま
す
が
、「
赤
鬼
と
青
鬼
の
タ
ン
ゴ
」
や
「
だ
ん
ご
３
兄
弟
」

の
よ
う
な
ズ
ッ
・
チ
ャ
ッ
・
チ
ャ
ッ
・
チ
ャ
ッ
っ
と
い
う
タ
ン
ゴ

の
軽
快
な
リ
ズ
ム
は
、
こ
ど
も
た
ち
も
よ
く
耳
に
し
て
い
ま
す
よ

ね
。
今
回
の
公
演
で
は
、
タ
ン
ゴ
は
初
め
て
…
と
い
う
方
に
も
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
曲
を
中
心
に
、
h
ラ
テ
ン
f

を
テ
ー
マ
と
し
た
活
気
あ
ふ
れ
る
ナ
ン
バ
ー
を
お
贈
り
し
ま
す
。

タ
ン
ゴ
の
歴
史
は
、
ア
ス
ト
ル
・
ピ
ア
ソ
ラ
の
存
在
な
し
に
は

語
れ
ま
せ
ん
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
作
曲
家
で
、
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
演

奏
家
の
彼
は
、
タ
ン
ゴ
を
元
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ジ
ャ
ズ
の
要
素
を

融
合
さ
せ
た
独
自
の
演
奏
形
態
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
元
来
タ
ン

ゴ
は
踊
り
の
た
め
の
伴
奏
音
楽
で
あ
っ
た
た
め
、
ピ
ア
ソ
ラ
の
生

み
出
し
た
新
し
い
タ
ン
ゴ
は
、
完
全
に
タ
ン
ゴ
の
表
現
を
逸
脱
し

て
お
り
、「
踊
れ
な
い
タ
ン
ゴ
」
と
し
て
当
初
の
評
判
は
芳
し
い

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
９０
年
代
後
半
に
突
然

の
ピ
ア
ソ
ラ
ブ
ー
ム
到
来
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
界
で
も
ピ
ア
ソ
ラ
が
注

目
さ
れ
始
め
た
の
で
す
。
そ
の
火
付
け
役
と
も
な
っ
た
、
世
界
的

チ
ェ
リ
ス
ト
　
ヨ
ー
ヨ
ー
・
マ
に
よ
る
『
リ
ベ
ル
タ
ン
ゴ
』
は
、

サ
ン
ト
リ
ー
の
Ｃ
Ｍ
に
も
使
わ
れ
、
テ
レ
ビ
で
よ
く
流
れ
て
い
た

の
で
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

タ
ン
ゴ
の
可
能
性
を
広
げ
た
ピ
ア
ソ
ラ
の
功
績
は
、
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
の
み
な
ら
ず
国
際
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

バ
ン
ド
ネ
オ
ン
は
リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
な
ど

を
も
と
に
作
ら
れ
た
楽
器
で
す
。
形
は
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
に
似
て

い
る
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
音
色
は
独
特
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
楽
器
は
構
造
上
、
雅
楽
に
使
わ
れ
て
い

る
笙

し
ょ
う

と
い
う
楽
器
や
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
と
同
じ
系
統
に
分
類
さ
れ
ま

す
。バ

ン
ド
ネ
オ
ン
は
、
実
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ

で
生
ま
れ
た
楽
器
で
す
。
１
８
２
１
年
、
楽
器
商
の
ハ
イ
ン
リ
ッ

ヒ
・
バ
ン
ド
に
よ
っ
て
発
明
さ
れ
ま
し
た
。
バ
ン
ド
さ
ん
の
作
っ

た
楽
器
な
の
で
、
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
と
い
う
名
前
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

バ
ン
ド
ネ
オ
ン
は
、
最
初
は
教
会
で
演
奏
さ
れ
る
携
帯
用
オ
ル

ガ
ン
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
な
ぜ
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

に
渡
っ
た
の
か
詳
し
く
は
不
明
で
す
が
、
船
乗
り
が
ド
イ
ツ
か
ら

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
持
っ
て
い
っ
た
の
が
き
っ
か
け
に
な
っ
た
、
と

い
う
の
が
有
力
な
説
で
す
。

（
小
松
亮
太
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
よ
り
）

日　時

会　場

チケット

2011年11月3日（木･祝）14:00開演（13:30開場）
大ホール
一般 4,200円　会員 4,000円　学生 2,200円（小学生以上大学生以下）
全席指定

ア
ス
ト
ル
・
ピ
ア
ソ
ラ

W
h
a
t ,s

バ
ン
ド
ネ
オ
ン

スペイン／チック・コリア
リベルタンゴ／ピアソラ
火祭の踊り／ファリャ
カフェ1930／ピアソラ
鮫／ピアソラ
ラスト・タンゴ・イン・パリ
首の差で／ガルデル
奥様お手をどうぞ／エルウィン

他

プログラム

※都合により曲目が変更となる場合がありますので、
予めご了承ください。

須川 展也
サクソフォン

東京藝術大学卒業。第51回日本音楽コンクール管
楽器部門１位なしの2位、第1回日本管打楽器コン
クール・サクソフォン部門において第1位を得てデ
ビュー。94年村松賞、出光音楽賞受賞。98年JTの
CMに出演し人気を得る。メディアに多数出演し、
02年4月よりNHK連続テレビ小説『さくら』のテー
マ音楽も演奏。年間公演数は約100。海外でも精力
的に活動し欧州各国、米国、中国、韓国等多くの国
で演奏している。CDのリリースは30枚あまり。近
年作曲家への委嘱も積極的に行い、吉松隆、西村朗、
本多俊之、Ｅ．グレッグソン、真島俊夫、Ｍ．エレ
ビー各氏等に依頼、サクソフォン音楽の発展に力を
注いでいる。1989年から2010年まで、東京佼成ウ
インドオーケストラ・コンサートマスターを22年
余り務めた。現在、ヤマハ吹奏楽団常任指揮者、東
京藝術大学非常勤講師。クラシック・サクソフォン
の可能性を追求し自由なスタンスで活動、サクソフ
ォンを学ぶ若者たちの憧れの存在となっている。

小松 亮太
バンドネオン
東京生まれ。98年、ソニーより衝撃的なCDデビュ
ーを果たす。共演は、ピアソラと共に活動したタン
ゴ界のトップアーティストたち。タンゴを若い世代
にブレイクさせる引き金となった。以後、自身のユ
ニットをひきいて多数の公演をこなしながら、自ら
のプロデュースによる意欲的な企画公演も行ってい
る。CDは、すでに14枚リリース。これまでに大貫
妙子、小曽根真、ミッシェル・ルグラン、NHK交
響楽団など、ジャンルを越えて様々なアーティスト
と共演している。ソニーのコンピレーション・アル
バム「image」、同ライブツアー「live image」にも、
初回から参加。03年にはブエノスアイレスでライ
ブを行い、アルゼンチン演奏家組合などから表彰さ
れた。また、05年には南米4カ国ツアーを行い、各
地でソールド・アウトが続くなど、海外での活動も
積極的に行う。08年には、ピアソラの幻のオラト
リオ「若き民衆」の日本初演コンサートを企画し、
東京オペラシティコンサートホールにて満員の観衆
の中で公演を成功させた。09年には、初の書き下
ろし本「小松亮太とタンゴへ行こう」（旬報社）を
出版、日本経済新聞誌上にて絶賛された。2010年
よりTBS「THE 世界遺産」のオープニングテーマ
曲を作曲、演奏している。

奥村 愛
ヴァイオリン

7歳までアムステルダムに在住。桐朋学園大学ソリ
スト・ディプロマコースで学ぶ。辰巳明子、ライナ
ー・ホーネックの各氏に師事。第48回全日本学生
音楽コンクール全国大会中学生の部第1位、第68回
日本音楽コンクール第2位、他受賞多数。これまで
に読売日本交響楽団、東京フィル、新日本フィル他
国内の主要オーケストラとの共演をはじめ、04年
にはＰ．ガロワ指揮シンフォニア・フィンランディ
アの日本ツアーにソリストとして参加するなど、海
外のオーケストラとの共演も多数。富士山河口湖音
楽祭などにも出演。CDは02年『愛のあいさつ』で
デビュー、以来リリース多数。2010年11月に最新
アルバム「ラヴェンダーの咲く庭で」を発売。親し
みやすいプログラミングと自然体なトークによるリ
サイタルは各地で大好評を得ている。親子向けコン
サートやワークショップも積極的に展開。テレビ・
ラジオ等への出演も多く、多彩な活躍で注目されて
いる。

高松の皆様、こんにちは。11月

3日に「ハッピータンゴアワー」

という楽しく情熱的なコンサート

で皆様の元へ伺うことになりまし

た。小松亮太さん、奥村愛さんた

ちと一緒に、タンゴの情熱、切な

さ、楽しさをお届けできればと思

っています。もちろんメンバーそ

れぞれの得意な曲で腕を競い合う

場面も（？）楽しんで頂けますよ。

是非いらしてくださいね！
■■■ 須川 展也 ■ ■ ■

タンゴといえばアルゼンチン！ピ

アソラ！そして昭和を彩ったコン

チネンタルタンゴ！『ハッピータ

ンゴアワー』はそのすべてを一夜

で聴いていただくコンサートで

す。アルゼンチンの首都ブエノス

アイレスから世界に発信されたタ

ンゴ、そしてそのルーツとなる音

楽を、一気に、ピカピカに磨かれ

たスーパープレイヤーたちの音色

でお聴きいただきます。世界中を

タンゴで旅する秋の一夜。あなた

の大切な人といらしてください。
■■■ 小松 亮太 ■ ■ ■

タンゴを演奏するというのは、禁
断の地に足を踏み入れるかの如く
ワクワクします。もちろんクラシ
ックとは生まれも育ちも違うの
で、演奏するにはそれなりの苦労
もあります。しかし、音楽は音楽。
タンゴとクラシックの垣根を越え
て、様々な曲をこんなに素敵な方
たちと演奏出来るなんて、なんと
贅沢な時間なのでしょうか!!サッ
クス、バンドネオン、ヴァイオリ
ンという異色の組み合わせです
が、きっと新しい発見があるはず
です。是非、情熱的な音楽の数々
をお楽しみください！

■■■ 奥村 愛 ■ ■ ■

岡野 勇仁（ピアノ） 田中 伸司（コントラバス）

¬YujiHori¬YujiHori¬YujiHori¬YujiHori¬YujiHori¬YujiHori¬YujiHori¬YujiHori¬YujiHori¬YujiHori¬YujiHori¬YujiHori¬YujiHori¬YujiHori¬YujiHori¬YujiHori¬YujiHori¬YujiHori¬YujiHori¬YujiHori¬YujiHori

¬Wataru Nishida¬Wataru Nishida¬Wataru Nishida¬Wataru Nishida¬Wataru Nishida¬Wataru Nishida¬Wataru Nishida¬Wataru Nishida¬Wataru Nishida¬Wataru Nishida¬Wataru Nishida¬Wataru Nishida¬Wataru Nishida¬Wataru Nishida¬Wataru Nishida¬Wataru Nishida¬Wataru Nishida¬Wataru Nishida¬Wataru Nishida¬Wataru Nishida¬Wataru Nishida

¬YujiHori¬YujiHori¬YujiHori¬YujiHori¬YujiHori¬YujiHori¬YujiHori¬YujiHori¬YujiHori¬YujiHori¬YujiHori¬YujiHori¬YujiHori¬YujiHori¬YujiHori¬YujiHori¬YujiHori¬YujiHori¬YujiHori¬YujiHori¬YujiHori

須川 展也 × 小松 亮太 × 奥村 愛

Happy Tango Hour
ハッピータンゴアワー

■ ■ ■ Message ■ ■ ■

バンドネオン

音　　域：5オクターヴに半音欠ける範囲
蛇　　腹：1メートル近く伸びます
重　　さ：約7～8キロ
ボタン数：右38個　左33個
特　　徴：★同じボタンを押していても、

蛇腹を押した時と引いた時で
は違う音が出る。
★ボタンの並びがピアノのよう
にドレミファソ…の順番では
なくばらばらな並びである。



く
越
え
、
一
般
の
目
に
触
れ
る
た
め
の
自
主
公
演
、
テ
レ

ビ
で
の
舞
台
中
継
、
演
劇
鑑
賞
会
等
の
依
頼
に
よ
る
招
聘

公
演
を
実
現
す
る
と
い
う
、
普
通
の
劇
団
と
比
較
し
て
も

全
く
遜
色
の
な
い
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
２
０
０

６
年
に
は
国
内
の
公
立
高
校
で
初
め
て
、
ソ
ウ
ル
で
招
聘

公
演
を
行
い
ま
し
た
。

『
修
学
旅
行
』
は
、
高
校
の
教
諭
で
演
劇
部
顧
問
の
畑

澤
聖
悟
が
高
校
演
劇
部
の
た
め
に
書
き
下
ろ
し
た
作
品
で

す
。
彼
は
現
役
の
県
立
高
校
教
諭
で
あ
り
、
２
０
０
６
年

ま
で
の
勤
務
校
で
あ
る
青
森
中
央
高
校
演
劇
部
へ
戯
曲
提

供
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
の
指
導
の
も
と
、
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
演
劇
部
門
で
２
０
０
５
年
に
『
修
学
旅

行
』
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、『
修
学

旅
行
』
は
従
来
の
「
高
校
演
劇
」
と
い
う
枠
組
み
を
大
き

修
学
旅
行
は
学
生
時
代
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

こ
の
も
の
が
た
り
に
出
て
く
る
ヒ
カ
ル
た
ち
も
、
青
森

か
ら
沖
縄
に
修
学
旅
行
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

津
軽
弁
の
先
生
と
生
徒
、
沖
縄
弁
の
旅
館
の
人
た
ち
の

会
話
は
明
る
く
軽
快
に
進
ん
で
い
き
ま
す
が
、
部
屋
に
は

な
ん
だ
か
険
悪
な
ム
ー
ド
が
漂
い
ま
す
。

そ
こ
か
ら
く
だ
ら
な
い
ケ
ン
カ
が
始
ま
る
の
で
す
が
…

「
そ
こ
か
ら
は
私
の
領
土
だ
か
ら
入
っ
て
こ
な
い
で
!!
」

沖
縄
で
平
和
学
習
を
し
た
高
校
生
た
ち
が
旅
館
で
繰
り

広
げ
る
枕
投
げ
バ
ト
ル
。
自
分
の
気
持
ち
を
相
手
に
伝
え

る
た
め
に
本
気
で
枕
を
投
げ
ま
す
。
飛
び
交
う
枕
は
今
も

世
界
の
ど
こ
か
で
起
こ
っ
て
い
る
戦
争
の
爆
弾
投
下
と
重

な
っ
て
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

明
る
い
日
常
の
中
に
起
こ
る
争
い
、
未
来
へ
の
不
安
、

足
も
と
の
小
さ
な
幸
せ
、
そ
ん
な
こ
と
に
心
を
浸
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

３４

青
年
劇
場
「
修
学
旅
行
」

青
年
劇
場
「
修
学
旅
行
」

秋田雨雀･土方与志記念

青 年 劇 場「修学旅行」
平成17年度全国高校総合文化祭演劇部門文部科学大臣奨励賞（最優秀賞）受賞作

日　時

会　場

チケット

2011年12月18日（日）14:00開演（13:30開場）
第1小ホール
一般 3,000円　会員 2,800円　学生 1,500円（小学生以上高校生以下）
全席指定

～ものがたり～

舞台は沖縄県内のとある旅館。

青森の県立高等学校の一行は4泊5日の日程で

沖縄に修学旅行にやって来た。

今日は1日島内を巡り戦跡や記念碑を見学して

平和学習に取り組み、3日目の宿である

この旅館にたどり着いた。

消灯時間が迫るころ、3階「ゴーヤーの間」では

班長ヒカルが自分の班がまとまらないことに責任を感じ、

少々へこんでいる。

気をとりなおして「せっかくだから盛り上がろうよ」

と同室の4人に呼びかけるヒカル。

気を利かしたつもりで、共通の話題「好きな男子は誰？」

を持ち出すが、これが裏目に出てしまい、

ゴーヤーの間は戦争状態に突入してしまう…。

高
校
演
劇
か
ら
生
ま
れ
た
作
品

「
修
学
旅
行
」

脚本

畑澤 聖悟（はたさわせいご）

修学旅行について
高校演劇には「戦争モノ」というジャンルが存在する。
反戦のメッセージ、平和への祈りを高らかに歌い上げる。こ

のジャンルに属する作品は実に多いのだが、扱われる題材は原
爆や空襲や特攻、つまり61年前の太平洋戦争に限られる。現
代日本の高校生にとって平和を考えることは61年前の戦争に
ついて考えることと同義であるらしい。批判しているのではな
い。意義のあることだ。大事なことだ。祖父母の記憶は決して
風化させてはならない。
しかし、である。
こうしている間にもレバノンでは1000人を超える市民が戦

火の犠牲となり、アメリカは14万の兵をイラクに駐屯させた
ままである。戦争は決して振り返るだけのモノではない。
「平和とは、どこかで進行している戦争を知らずにいられる、
つかの間の優雅な無知だ」
アメリカの詩人、エドナ・セントビンセント・ミレーは

1940年にそう書いた。高校生に限らず、現代の日本人は現代

の戦争との接点を持たない。接点がないということは共通の基
盤の上にないということである。自分の問題として考えること
が出来ないということである。
ならば、と考えた。
戦場や戦火に巻き込まれた町ではなく、現代日本の高校生の

生活場面を使い、現代の戦争を描くことはできないか。そうす
れば接点のないところに接点を作ることができるはずである。
そして書き上げたのが「修学旅行」。04年の秋のこと。ブッ

シュの始めた戦争がイラクを泥沼の混沌に陥れていた。あのシ
ョックが創作の原動力となったことは白状しておきたい。
「修学旅行」の舞台は沖縄の旅館の一室であり、そこで繰り

広げられるのは5人の女子高生によるケンカ。そのたわいもな
さを笑って頂いて結構である。しかしドタバタの中に込められ
たメッセージを読み取り、「どこかで進行している戦争」に思
いを馳せて頂ければ、作者としてそれにまさる喜びはない。

修学旅行とは「児童・生徒らに日常経験しない土地の自然・
文化などを見聞学習させるために教職員が引率して行う旅行」
（岩波広辞苑）ということらしい。改めてなるほど、と思わせ
るものだ。しかしきっとこの教職員云々がまず間違いの始まり
なのかもしれない。親の心子知らず、教職員の心生徒しらず。
心そこにあらずな生徒たち。

都会では自殺する若者が増えている、
今朝来た新聞の片隅に書いていた
だけど、問題は今日の雨、傘がない
テレビではわが国の将来の問題を
誰かが深刻な顔をしてしゃべっている
だけど、問題は今日の雨、傘がない
君に会いに行かなくちゃいけないのに　傘がない

君の事以外は考えられなくなる
それはいい事だろう？

この「修学旅行」を一読して以来、わたしの頭の中にはこの

曲が鳴り響いている。もうテーマソングと言っても過言ではな
い、しかもメジャーでアップテンポときている（じゃあ歌って、
と言われたら歌えないのだが…）。「傘がない」ことをとりわけ
問題にしているはずなのに、その奥に広がっている世界の方が
際立って見えてくるのだ。そして不安になる。だから「それは
いい事だろう？」と最後に誰かに問いかけざるを得なくなる。

とある限定された部屋、5人の凸凹グループ。物語はその部
屋からとびだしていくことはない。だが、しかし5人はリアル
にそこにいるのである。そこにイキイキと存在してしまうのだ、
夫々
それぞれ

の「問題」を抱えて。そこに5人の人間がいて、人生があ
って、他者と係わりあって、いつのまにかただのリアルを飛び
越えて、今を生きる人の真理にまで到達する。だからこそ、そ
こから無限に想像をふくらませることができるのだ。今目の前
の現象だけではない、そこに生徒らのいるリアルがあるからこ
そ、そこに立って思いを馳せることができるのだ。大いに笑っ
て、ちょっと立ち止まる。誰かを、自分を介して、その奥に広
がる世界が垣間見えてくるかどうか。それは一重に、僕らの想
像力に委ねられている。

1964年、秋田県生まれ。劇作家・演出家。演劇プロデュースユニット「渡辺源四郎商店」店主。青森を中心に東京でも精
力的に公演を行っている。05年、『俺の屍を越えていけ』で日本劇作家大会短編戯曲コンクール最優秀賞を受賞。また、
93年よりラジオドラマの脚本を多数執筆。98年『為信のクリスマス』でギャラクシー大賞ラジオ部門最優秀賞、99年
『県立戦隊アオモレンジャーfirst』で日本民間放送連盟賞ラジオ娯楽番組部門最優秀賞、2000年『シュウさんと修ちゃん
と風の列車』で文化庁芸術祭大賞をそれぞれ受賞。現職の公立高校教諭でもあり演劇部顧問。自らの作・演出で各種高校
演劇コンクールに出場している。全国大会では99年『生徒総会』で優秀賞・文化庁長官賞、05年『修学旅行』で最優秀
賞・文部科学大臣奨励賞を受賞。06年には『修学旅行』のソウル公演を行うなど、海外からも注目を集めている。

演出

藤井 ごう

修学旅行のテーマ…

1974年、東京都生まれ。劇作家・演出家。演劇集団R-vive主宰、現在まで（企画其の九）全ての作品の作・演出を担当す
る。一方、2001年より演出家　高瀬久男（文学座）の演出助手としても活動。また、近年では俳優養成所講師、ワークシ
ョップ講師、文化振興事業、子供やアマチュア主体の演劇公演、他劇団の演出を任されるなど、その活動の幅を広げている。

沖
縄
と
戦
争
と
修
学
旅
行



こ
ど
も
の
た
め
の
オ
ペ
ラ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
一
場
面
を

上
演
し
ま
し

た
。
生
の
歌

声
の
迫
力
と

声
が
響
き
合

う
空
間
に
圧

倒
さ
れ
な
が

ら
も
、
一
瞬

に
し
て
緊
張

感
も
ほ
ぐ
れ
、
気
持
ち
が
グ
イ
グ
イ
引

き
込
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
メ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
オ
ペ
ラ
を
体
験
し
て
み
よ
う
！
」

に
突
入
。
本
公
演
で
は
、
物
語
の
鍵
と

な
る
『
グ
レ
ー
ル
ダ
ン
ス
』
が
登
場
し

ま
す
。
こ
れ
は
み
ん
な
の
気
持
ち
を
一

つ
に
し
て
踊
る
こ
と
で
、
h
聖
杯
f
に

大
き
な
力
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
大

切
な
ダ
ン
ス
で
す
。

こ
ど
も
た
ち
が
演
じ
る
の
は
、
ク
リ

ン
グ
ゾ
ー
ル
に
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た

h
聖
杯
f
を
、
マ
グ

ダ
レ
ー
ナ
と
一
緒
に

『
グ
レ
ー
ル
ダ
ン
ス
』

を
踊
り
、
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
て
取
り

戻
す
と
い
う
３
〜
４

分
の
シ
ー
ン
。

最
初
は
動
き
も

ぎ
こ
ち
な
く
、
そ
の

上
ダ
ン
ス
も
踊
ら
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
ス

テ
ー
ジ
に
見
立
て

た
会
場
内
を
、
た

だ
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
言

わ
れ
る
ま
ま
に
移

動
し
て
い
た
だ
け

の
こ
ど
も
た
ち
。

し
か
し
、
三
澤
さ

ん
や
三
浦
さ
ん
か

ら
本
当
の
稽
古
さ

な
が
ら
、
h
ダ
メ

出
し
f
や
h
演
技

指
導
f
を
受
け
て

繰
り
返
し
演
じ
る

う
ち
に
、
ク
リ
ン
グ

ゾ
ー
ル
の
登
場
に
驚

き
の
表
情
を
見
せ
、

h
聖
杯
f
を
き
ち
ん

と
目
で
追
い
な
が
ら

の
演
技
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
は
し
っ
か
り
カ

ー
テ
ン
コ
ー
ル
！

大
切
な
夏
の
思
い
出

が
ひ
と
つ
増
え
ま
し

た
♪

出
演
す
る
歌
手
や
、
作
品
を
手

掛
け
た
指
揮
者
、
演
出
家
を
迎

え
、「
こ
ど
も
の
た
め
の
オ
ペ

ラ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開

催
し
、
２
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
６
歳
か
ら
１４
歳
の
こ
ど
も

た
ち
と
そ
の
保
護
者
、
合
わ
せ

て
９４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

最
初
に
、
指
揮
者
の
三
澤
さ
ん
や
演

出
家
の
三
浦
さ
ん
か
ら
オ
ペ
ラ
に
つ
い

て
の
お
話
を
聞
き
ま
す
。「
オ
ペ
ラ
っ

て
な
〜
に
？
」
と
い
う
こ
ど
も
た
ち
の

h
？
f
は
見
事
に
解
決
！
で
も
、
こ
ど

も
た
ち
も
ま
だ
ま
だ
緊
張
気
味
で
す
。

オ
ペ
ラ
「
パ

ル
ジ
フ
ァ
ル
と

ふ
し
ぎ
な
聖

杯
」
の
お
話
が

始
ま
り
ま
す
。

h
勇
気
f
を
持

っ
て
生
き
て
い

く
こ
と
、
h
感

謝
f
の
気
持
ち

を
忘
れ
な
い
こ

と
。
主
人
公
パ

ル
ジ
フ
ァ
ル
の
成
長
を
通
し
て
、
こ
ど

も
た
ち
に
伝
え
た
い
想
い
を
語
る
講
師

に
も
思
わ
ず
熱
が
入
り
ま
す
。

物
語
の
ヒ
ロ
イ
ン
で
あ
る
マ
グ
ダ
レ

ー
ナ
役
の
國
光
さ
ん
、
邪
悪
な
魔
法
使

い
ク
リ
ン
グ
ゾ
ー
ル
役
の
峰
さ
ん
が
登

場
。
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
合
わ
せ
て
オ
ペ
ラ

今
年
の
夏
休
み
、
こ
ど
も
た
ち
に

h
生
の
舞
台
芸
術
f
に
触
れ
て
ほ
し
い

と
い
う
想
い
で
、
新
国
立
劇
場
に
よ
る

こ
ど
も
の
た
め
の
オ
ペ
ラ
劇
場
「
パ
ル

ジ
フ
ァ
ル
と
ふ
し
ぎ
な
聖
杯
」
を
お
届

け
し
ま
し
た
。
生
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に

よ
る
本
物
の
オ
ペ
ラ
公
演
で
す
。
こ
ど

も
た
ち
に
も
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
日

本
語
で
上
演
、
客
席
全
体
で
参
加
す
る

シ
ー
ン
も
あ
り
、
観
終
わ
っ
た
こ
ど
も

た
ち
は
、
初
め
て
の
感
動
と
興
奮
の
中
、

た
く
さ
ん
の
笑
顔
で
手
を
振
っ
て
帰
っ

て
行
き
ま
し
た
。

そ
の
本
公
演
に
先
立
ち
、
こ
ど
も
た

ち
に
オ
ペ
ラ
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
お

う
、
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、
作
品
に

レ ポ ー ト
高
松
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
　
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
コ
ン
サ
ー
ト

５６

こ
の
英
国
王
立
音
楽
大
学
は
、
１
８
８
２
年
に
英
国
皇

太
子
エ
ド
ワ
ー
ド
７
世
に
よ
り
設
立
さ
れ
、
作
曲
家
グ
ス

タ
ー
ヴ
・
ホ
ル
ス
ト
（
代
表
作
『
惑
星
』）、
コ
ン
ス
タ
ン

ト
・
ラ
ン
バ
ー
ト
（
代
表
作
　
バ
レ
エ
『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ

リ
エ
ッ
ト
』）、
元
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦

楽
団
首
席
フ
ル
ー
ト
奏
者
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ゴ
ー
ル
ウ
ェ
イ

な
ど
の
著
名
な
音
楽
家
を
輩
出
し
て
き
た
歴
史
あ
る
音
楽

大
学
と
し
て
有
名
で
す
。
ま
た
、
学
生
の
約
４
割
が
海
外

留
学
生
と
い
う
国
際
的
な
音
楽
大
学
で
も
あ
る
た
め
、
世

界
中
か
ら
集
ま
っ
た
才
能
あ
る
学
生
が
、
高
度
な
教
育
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
専
門
指
導
が
行
え
る
音
楽
家
が
講
師

陣
と
し
て
揃
い
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
万
全
。
中
で
も
、
特

徴
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
ギ
ャ
ッ
プ
・
イ
ヤ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
よ
り
高
い
能
力
を
持
つ
学
生
が
、

音
楽
業
界
で
経
験
を
積
む
た
め
に
一
定
期
間
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
で
演
奏
す
る
こ
と
な
ど
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

彼
女
も
、
恵
ま
れ
た
教
育
環
境
の
中
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

と
の
共
演
な
ど
様
々
な
演
奏
経
験
を
積
む
こ
と
で
、
持
ち

前
の
素
晴
ら
し
い
表
現
力
に
磨
き
を
か
け
、「
第
２
回
高

松
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
優
れ
た
成
績
を
残
し
ま

し
た
。

第
２
回
高
松
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
岩
崎
淑
審
査
員

長
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「
２
位
の
石
村
さ
ん

は
、
音
も
美
し
く
、
楽
曲
の
構
成
や
技
術
、
音
楽
性
も
整

っ
た
、
欠
点
の
少
な
い
の
び
の
び
と
し
た
演
奏
を
さ
れ
ま

し
た
。
す
で
に
多
く
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し
て
い
る
そ

う
で
、
経
験
が
音
楽
に
表
れ
て
い
ま
し
た
ね
。」
ま
た
池

辺
晋
一
郎
審
査
員
は
「
石
村
さ
ん
は
、
音
楽
性
も
素
晴
ら

し
か
っ
た
の
で
す
が
、
フ
ァ
ツ
ィ
オ
リ
の
ピ
ア
ノ
が
す
ご

く
新
鮮
に
響
き
、
彼
女
の
音
楽
に
合
っ
て
い
た
と
思
い
ま

す
。」
と
述
べ
て
い
ま
す
。（
以
上
い
ず
れ
も
ピ
ア
ノ
音
楽

誌
「
シ
ョ
パ
ン
」
２
０
１
０
年
５
月
号
よ
り
）

組
織
委
員
会
と
し
て
は
、
今
回
の
演
奏
会
で
は
更
に
成

本
公
演
は
、
高
松
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
の
フ
ァ
イ

ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
公
演
で
す
。
第
１
回
は
、
２
０
０
７
年

８
月
に
「
第
１
回
高
松
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
」
フ
ァ

イ
ナ
リ
ス
ト
の
ソ
フ
ヤ
・
グ
ル
ヤ
ク
を
迎
え
ま
し
た
。
第

２
回
と
な
る
今
回
は
、「
第
２
回
高
松
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン

ク
ー
ル
」
に
お
い
て
、
２１
歳
と
い
う
若
さ
で
第
２
位
、
お

よ
び
財
団
法
人
高
松
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

理
事
長
賞
に
輝
い
た
、
石
村
純
を
迎
え
て
開
催
し
ま
す
。

石
村
は
、
２
０
０
７
年
に
英
国
王
立
音
楽
検
定
協
会
か

ら
奨
学
金
を
得
て
、
ロ
ン
ド
ン
に
あ
る
英
国
王
立
音
楽
大

学
に
留
学
。
現
在
は
同
大
学
大
学
院
に
在
籍
し
て
い
ま
す
。

長
さ
れ
た
演
奏
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
ま
た
高
松
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者
と
し
て
、

今
後
ま
す
ま
す
世
界
に
羽
ば
た
い
て
い
か
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

高
松
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
数
多
く
の
サ
ポ

ー
ト
や
心
温
ま
る
声
援
を
頂
き
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ

ー
ジ
を
通
し
て
、
貴
重
な
経
験
と
多
く
の
事
を
学
ば
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
素
敵
な
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま

っ
た
高
松
の
地
で
、
今
回
再
び
演
奏
さ
せ
て
頂
け
る
事
を

大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
そ
の
深
刻

さ
を
海
外
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
心
痛
む
ニ
ュ
ー
ス
が
耳

に
入
り
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
や
被
災
者
の
方
達
に
、
心

か
ら
深
く
ご
冥
福
を
祈
り
、
ま
た
お
見
舞
い
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。
自
分
が
目
指
す
未
来
へ
、
強
い
信
念
を

持
っ
て
直
向
き
に
突
き
進
み
、
音
楽
に
向
か
っ
て
日
々
精

進
す
る
こ
と
で
、
自
分
な
り
に
日
本
の
未
来
へ
、
少
し
で

も
貢
献
で
き
る

道
を
つ
く
れ
た

ら
と
思
い
ま
す
。

ロ
ン
ド
ン
で

の
勉
強
の
成
果

と
、
少
し
で
も

成
長
し
た
私
の

姿
を
、
コ
ン
サ

ー
ト
で
皆
様
に

お
届
け
で
き
た

ら
幸
い
で
す
。

ま
た
１２
月
に
皆

様
に
お
会
い
で

き
る
こ
と
を
心

待
ち
に
し
て
お

り
ま
す
。

高松国際ピアノコンクール
ファイナリストコンサート

日　時

会　場

チケット

2011年12月3日（土）14:00開演（13:30開場）
第1小ホール
一般 3,500円　会員 3,200円　全席自由

［後援］高松国際ピアノコンクール組織委員会

ロ
ン
ド
ン
で
の
音
楽
生
活
が
実
を
結
ぶ

「
石
村

純
さ
ん
に
期
待
」

高
松
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
組
織
委
員
会

「
高
松
公
演
に
寄
せ
て
」
石
村

純

モーツァルト／ピアノ・ソナタ　第13番　変ロ長調　K.333

シューマン／ピアノ・ソナタ　第１番　嬰ヘ短調　作品11

ラヴェル／夜のガスパール

亡き王女のためのパヴァーヌ 他

日　時

会　場

新国立劇場 こどものためのオペラ劇場
「パルジファルとふしぎな聖杯」関連企画

こどものための
オペラ・ワークショップ

プログラム

TIPC提供　撮影：BANAZO

2011年7月3日（日） ①14:00 ②16:00
第1リハーサル室

［講師］新国立劇場合唱指揮者／三澤 洋史
新国立劇場演出チーフ／三浦 安浩
ソプラノ（マグダレーナ役）／國光 ともこ
バス（クリングゾール役）／峰 茂樹
ピアノ／三澤　志保

［新国立劇場ホームページ］http://www.nntt.jac.go.jp/
［制作］新国立劇場


